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熊本大学ましきラボ 

「２７ｍ県道の姿をみんなで考える 

オープンラボ」開催のお知らせ 

 

熊本大学ましきラボは、熊本地震で甚大な被害を受けた益城町において、オープンラボ、勉強会開

催などで住民と行政のつなぎ役としての活動を行ってきました。それらの活動において、益城町の復

興まちづくりについて住民の皆様から様々な声を伺ってきました。特に、幅員27mの県道熊本高森線

の四車線化については、期待の声がある一方、安全性や地域の分断等への不安の声も伺っています。 

私たちましきラボは、道路のつくり方の工夫で、この27m道路は使いやすく安全であると同時に、

歩いて楽しい賑わいのある空間、そして地域性に配慮した道路景観が実現できると考えています。今

回、ましきラボが製作した模型を用いて、この道のつくり方の３つのプランを提示し、それらへのご

意見をいただきながら、今後の益城のまちづくりを住民の皆さんと一緒に話し合うイベントを下記の

通り開催いたします。  

つきましては，広く一般の方へお知らせいただくとともに、当日の取材方、よろしくお願いいたし

ます。 

記 

 

 イベント名：    「２７ｍ県道の姿をみんなで考えるオープンラボ」 

 日     時：     平成３０年２月２１日（水）１９：００～２１：００ 

場     所：    益城町役場 仮設庁舎 別館２階 大会議室 

主     催：    熊本大学ましきラボ  

対     象：    主に益城町町民 入場無料 事前申し込み不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立大学法人熊本大学 

＜お問い合わせ先＞ 

熊本大学ましきラボ 

(熊本大学 くまもと水循環・減災研究教育センター 

 地域デザイン部門 内) 

担当: 小川，星野，円山 

TEL＆FAX: 096-342-3489 

e-mail: mashikilab@kumamoto-u.ac.jp 

別紙 



取り組み内容の見える化 

市民の想いに基づく行政への提言 

設計・施工・運用のサポート 

提言 

設計案の提供 

意見 

情報 

発信 設計案の説明 

意見交換 

住民意向把握等 

(参考資料)  

 

ましきラボが製作した27m県道の道路模型例 

2月24日(土)以降のましきラボのオープンラボ(毎週土曜日14 -17時)でも模型を展示します． 

 

住民と行政とましきラボの関係 

 

 

 

 

 

 

 

行政 

地域

住民 

住まいや店舗の再建，日常 

生活，安心，賑わいへの思い 

益城町：復興計画の推進 

熊本県：住民ニーズの道路設計への反映 


